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大和市立北大和小学校ＰＴＡ規約 

 

第１章  総  則 

 

（名称及び所在地） 

第１条 この会は大和市立北大和小学校ＰＴＡ（以下ＰＴＡ）といい、所在地を大和市下鶴間６８５にお

く。 

 

（目的） 

第２条  この会は、北大和小学校（以下学校）の教育目標達成に協力するとともに、学校、家庭、地域に

おける、児童の健全な成長、発達を図ることを目的とする。（任意団体である。） 

 

（事業） 

第３条  この会は、前条の目的を達成するために、次の活動をする。 

（１）  学校と家庭の緊密な連絡を図り、協力して児童の健全な育成に努める。 

（２）  学校、家庭、地域の教育的環境の整備、改善を図る。 

（３）  会員相互の親睦と教養の向上に努める。 

 

（方針） 

第４条  この会は、教育を本旨とする民主的団体として、次の方針によって活動する。 

（１）  会員は、それぞれの立場において、平等の権利と義務を持つ。 

（２）  青少年の教育および福祉のために活動する他の諸団体と協力する。 

（３）  特定の政党や宗教を支持することなく、また専ら営利を目的とするような活動はしない。 

（４） この会は、自主独立のもので、他団体または機関の支配や干渉を受けないし、この会ま 

たはこの会の役員の名で選挙候補者の推薦もしない。 

（５）  学校の人事、管理、運営には干渉しない。 

 

 

第２章 会 員 

 

（会員） 

第５条  この会の会員は次のとおりである。 

（１）  この会の趣旨に賛同し、北大和小学校に在学する児童の保護者 

（２）  この会の趣旨に賛同し、北大和小学校に在職する教職員 

（３）  この会の趣旨に賛同し、運営委員会の承認を得た（１）（２）以外の者 

 この会を退会する場合は申し出る。 

 

 

第３章 役 員 

 

（役員の種別） 

第６条  この会に、会員の中から、次の役員をおく。 

（１）  会長１名（保護者から） 
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（２）  副会長２名（保護者から） 

（３）  会計３名（教職員から１名、他２名） 

（４）  書記３名（教職員から１名、他２名） 

 

（任務） 

第７条  役員の任務は次のとおりである。 

（１）  会長は、会を代表し全会員の意見の総括および会務にあたる。 

（２）  副会長は、会長を補佐し会長不在のときは、その任務を代行する。 

（３）  会計は、この会の経理をとり、定期総会に会計監査員の監査を経た決算報告をする。 

（４）  書記は、役員会、運営委員会の議事を記録し、通信その他の書類の保管と庶務をおこなう。 

 

（選出と任期） 

第８条  役員の選出は、役員指名委員会が行い、運営委員会での承認後、全会員に通知する。 

任期は１年として再任を妨げない。また、その年度の他の役員または委員を兼ねることはでき 

ない。 

任期途中での交代が生じた場合、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

 

第４章 会計監査員 

 

（会計監査員） 

第９条  この会に、会計監査員を会員から3名おく。 

 

（任務） 

第１０条  会計監査員の任務は次のとおりである。 

  会計監査員は、その年度の会計について監査し、定期総会にその意見を報告する。 

 

（選出と任期） 

第１１条  会計監査員の選出は、役員指名委員会が行い、運営委員会での承認後、全会員に通知する。 

会計監査員の任期は、その会計年度の１年として再任を妨げない。また、その年度の他の役員 

または委員を兼ねることはできない。 

任期途中での交代が生じた場合、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

 

第５章  機  関 

 

（機関の種別） 

第１２条  この会に、次の機関をおく。 

（１）  総会                      （５）  役員指名委員会                 

（２）  役員会          （６）  常任委員会 

（３）  運営委員会                （７）  特別委員会 

（４） 会計監査 
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第６章 総 会 

 

（総会の構成） 

第１３条  総会は、全会員をもって構成されたこの会の最高議決機関である。 

 

（総会の種別） 

第１４条  総会は、定期総会および臨時総会の2種とする。 

 

（開催） 

第１５条 この会の事業年度は、４月１日に始まり、翌３月３１日に終わるものとし、定期総会は、毎 

年度1回、事業年度終了後70日以内に開催する。 

臨時総会は、運営委員会が必要と認めた時、または会員の五分の一以上からの要求があった 

時に開催する。 

 

（招集） 

第１６条 総会は会長が招集する。 

     総会を招集する時は、総会の日時・場所・方法・目的・審議事項を記載した書面を１４日前ま

でに全会員に通知する。 

 

（審議事項） 

第１７条  総会は、次の事項を審議決定する。 

（１） 規約の制定および改廃に関すること 

（２） この会の活動に関すること 

（３） この会の事業計画および予算の議決 

（４） この会の事業計画および決算の承認 

（５） その他、必要と認める事項 

 

（定足数） 

第１８条  総会の定足数は、会員総数の三分の一とする。（委任状を含む） 

 

（議決） 

第１９条 議事は出席者の過半数で決定する。 

 

（議事録） 

第２０条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成し、ＰＴＡ会議室の所定の場所に 

     設置する。また、会員からの申し出があれば、閲覧できるものとする。 

（１） 日時および場所 

（２） 正会員総数および出席者数（書面による委任状がある場合は、その数を付記する） 

    （３） 審議事項 

    （４） 議事の経過概要および議決結果 

    （５） 議事録署名人の選任に関する事項 
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第７章 役員会 

 

（構成） 

第２１条  役員会は、役員、校長、教頭、教務担当をもって構成する。 

 

（開催） 

第２２条 定期的に開催するものとし、必要に応じて臨時役員会を開き、会の運営にあたる。 

 

 

第８章 運営委員会 

 

（構成） 

第２３条  運営委員会は、役員、常任委員会の正副委員長、役員指名委員会の正副委員長、校長、教頭、

教務担当、特別委員会を置いた場合は、その正副委員長を持って構成する。 

 

（審議事項） 

第２４条 運営委員会は、次の事項を審議決定する。 

（１） 総会から委任された事項の執行処理に関すること 

（２） 活動の企画および実施に関すること 

（３） 総会に提出する議案に関すること 

（４） 役員および会計監査員の選出に関すること 

（５） 細則に関すること 

（６） その他、必要と認める事項 

 

（開催） 

第２５条 運営委員会は、事業年度当初の活動計画に基づき、定期開催とし、必要に応じて、臨時運営委 

員会を開催することができる。 

 

（定足数） 

第２６条  運営委員会の定足数は、委員総数の二分の一とする。（委任状を含む） 

 

（議決） 

第２７条 議事は運営委員会出席者の過半数で決定し実行することができる。 

 

（議事録） 

第２８条 運営委員会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成し、ＰＴＡ会議室の所定の場 

所に設置する。また、会員からの申し出があれば、閲覧できるものとする。 

（１） 日時および場所 

    （２） 運営委員総数および出席者数、書面による委任状がある場合は、その数を付記する。 

    （３） 審議事項 

    （４） 議事の経過概要および議決結果 
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第９章  役員指名委員会 

 

（設置） 

第２９条  ＰＴＡの役員および会計監査員の侯補者の選出については、役員指名委員会をおく。 

 

（構成） 

第３０条  役員指名委員会の構成は、２年生から６年生より各学年３名ずつとする。 

 

（担当教職員） 

第３１条  役員指名委員会に担当教職員をおく。校長は、委員会の会議に出席して意見を述べることが 

できる。 

 

（定足数と議決） 

第３２条  役員指名委員会は委員総数の三分の二とし、議事は出席者の過半数で決定する。 

 

（役割） 

第３３条 この会の事業が円滑に運営されるために、役員指名委員会は候補者が普遍的、かつ、適正に選

出されることの促進を図る。 

それぞれの役員および会計監査員の候補者を選考し指名する。 

 

（候補者の同意） 

第３４条  役員指名委員会は、候補者本人の同意を得た上で、運営委員会での承認を得る。 

 

（通知） 

第３５条 運営委員会で承認を得た役員について、１４日以内に全会員に通知する。 

 

（任期） 

第３６条 役員指名委員会は、その任務を終えたときに解散する。 

 

（委員の制約） 

第３７条 役員指名委員は、役員および会計監査員の候補者になることはできない。 

 

（候補者の資格） 

第３８条 役員および会計監査員の候補者の資格は以下のとおりとする。 

    （１） 第5条「会員」に定めた者とする。 

    （２） 第４条（３）・（４）に抵触する者は候補者になることはできない。 

 

 

第１０章 常任委員会 

 

（常任委員会の種別） 

第３９条  常任委員会には、次の委員会をおく。 

（１）  学年委員会      

（２）  文化委員会 
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（３）  広報委員会      

（４）  校外生活指導委員会 

 

（構成） 

第４０条  各学年から互選される人数は、入学時の学年児童数を基準とし、各委員会の人数を決定する。 

常任委員会は、各学年から互選された学年委員、文化委員、広報委員、および各地区から互選 

された校外生活指導委員で構成する。 

（１）  学年委員     選出人数については、細則に定める。      

（２）  文化委員     選出人数については、細則に定める。 

（３）  広報委員     選出人数については、細則に定める。 

（４）  校外生活指導委員   各地区から１名以上 

但し、特別な事由がある場合、この限りではない。 

校外生活指導委員を選出する地区編成・選出基準については、細則に定める。 

 

（担当教職員） 

第４１条  すべての常任委員会に担当教職員をおく。校長は、すべての委員会の会議に出席して意見を述 

べることができる。 

 

（役割） 

第４２条  常任委員会の役割は次のとおりである。 

（１） 学年委員会 

            学年毎に教職員との連携をとりながら、学年・学級と、会員の交流を図る。 

また、各学年の特徴に合わせたより良い教育環境に必要な情報を共有し、企画と運営に 

努める。 

（２） 文化委員会 

全会員・児童・地域の交流を深めることを目的とした、文化活動の企画運営に努める。 

また、会員の教養の向上を目的とした研修の企画運営に努める。 

（３） 広報委員会 

会員相互・地域が本ＰＴＡの目的・事業への理解を深めるため、ＰＴＡ活動を広く発信 

するとともに、日常の子ども達など北大和小学校と本ＰＴＡの魅力を発信することに努

める。 

（４） 校外生活指導委員会 

学校と地域との連携を図り、児童の交通安全と校外生活指導活動に協力する。 

地区懇談会を開催し地区の連携を図る。地区懇談会については、細則に定める。 

 

（定足数と議決） 

第４３条  常任委員会の定足数は、委員総数の二分の一とし、議事は出席者の過半数で決定する。 

 

（任命） 

第４４条  常任委員会の各正副委員長は、それぞれの委員会で互選する。 

 

（招集） 

第４５条  常任委員会は、各委員長が会長の承認を得て招集する。 
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（任期） 

第４６条  常任委員の任期は、１年として再任を妨げない。 

 

 

第１１章 特別委員会 

 

（設置） 

第４７条  特に必要のあるときは、運営委員会の承認を得て、特別委員会をおくことができる。特別委 

員会は、その任務を終了したときに解散する。 

また、特別委員会を設置した場合、以下の項目を明確に示した要項を作成し、会員に通知する。 

    （１） 委員会の目的 

    （２） 委員の選出時期と選出基準 

    （３） 委員会の任期 

 

（構成と役割） 

第４８条  特別委員会の委員は、その必要性に応じて互選され、運営にあたる。また、特別委員会には、

担当教職員をおく。校長はこの委員会の会議に出席して意見を述べることができる。 

     特別委員会の正副委員長は、委員会で互選する。 

 

（招集）   

第４９条 委員会は委員長が招集し、主催する。 

 

（予算） 

第５０条 特別委員会の予算は、単年度一般会計から拠出する。但し、特別な理由がある場合は、その限

りではない。 

 

 

第１２章  会 計 

 

（会計） 

第５１条  この会の経費は、会費・寄付金・その他の収入をもってあてる。 

 

（会費） 

第５２条 会費は第５条に定める会員を対象とし、金額は細則に定める。 

 

（会計年度） 

第５３条  この会の会計は、４月１日に始まり、翌３月３１日に終わる。 

 

（事業計画および予算） 

第５４条 ＰＴＡ活動における事業計画に伴う予算は、総会の承認を得なければならない。 

 

（事業報告および決算） 

第５５条 ＰＴＡ活動における事業報告に伴う決算は、毎事業年度ごとに作成し、会計監査を経て、総会 

の承認を得なければならない。 
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第１３章  個人情報 

 

（個人情報） 

第５６条 この会の活動を推進するために必要とされる個人情報の取得や利用、管理については細則に定

め、適正に運用するものとする。 

 

 

第１４章  慶 弔 

 

（目的） 

第５７条 会員および児童に対し、慶弔、または感謝の意を表す。その詳細は細則に定める。 

学級・学年・地区単位としては行わない。 

 

 

第１５章 周年事業 

 

（目的） 

第５８条 周年を祝うことを通して、会員や児童が北大和小学校創立からの歴史を振り返り、創立の理念 

を改めて共有するとともに、未来へ向けて成長の礎となるような周年事業を実施する。 

 

（積立金の拠出） 

第５９条 周年事業の実施を目的として、毎事業年度の一般会計予算から周年事業積立金を拠出する。 

 

（実行委員会の設置） 

第６０条 北大和小学校ＰＴＡ周年事業を実施しようとするとき、特別委員会として、周年事業実行委 

員会を設置し、要項を定める。 

 

 

第１６章  細 則 

 

（目的） 

第６１条 北大和小学校ＰＴＡ規約に基づき、会員が円滑にＰＴＡ活動をはかるために必要な事項につ 

いて細則を定める。 

 

（議決） 

第６２条  この会の運営について必要な細則は、この規約に反しない限りにおいて運営委員会の三分の 

二以上の議決を経て定める。 

 

 

（通知） 

第６３条 運営委員会は、細則を制定または改廃した場合には、その結果と施行日を全会員に通知する。 
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第１７章  改 定 

 

（改定） 

第６４条  この規約は、総会において出席者の三分の二以上の賛同があれば改定することができる。 

     但し、改定事項の提案については、総会の１４日前までに、その内容を全会員に通知しなけ 

     ればならない。 

     また、総会において改定の承認がされた場合、その結果と施行日を全会員に通知する。 

 

 

第１８章 設立年月日 

  

第６５条 この会の設立年月日は昭和２４年１月９日である。 

 

 

付則  制定 昭和２４年 １月 ９日  

改定 昭和４２年 ４月 １日 ・ 昭和５２年 ４月 １日 ・  昭和６２年 ４月   

平成１０年 ３月 ７日 ・  平成１３年 ３月 ７日  ・  平成１５年 ５月２８日 

平成１６年 ３月 ６日 ・ 平成１９年 ３月１０日 ・  平成２７年 ３月 ５日 

平成２８年 ３月 ３日 ・ 平成３０年 ３月 １日  ・ 平成３０年１２月 ６日 

令和 元年 ６月 ６日 ・ 令和 ２年 ７月１６日 ・ 令和 ４年 ６月 ９日 

令和 ５年 ６月 ９日 
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大和市立北大和小学校ＰＴＡ 細則 

 

第１章 委員選出に関する細則 

（構成） 

第１条 常任委員会の選出方法は以下のとおりとする。 

（１） 学年委員は、全学年５名ずつ選出する。 

（２） 文化委員は、学年の児童数により、選出人数を決定する。 

（３） 広報委員は、学年の児童数により、選出人数を決定する。 

 

 

第２章 地区編成に関する細則 

 

（地区編成） 

第２条  北大和小学校ＰＴＡ活動における各地区編成は、次のとおりとする。 

（１）宿        （５）つきみ野１丁目    （９） つきみ野５丁目 

（２）山谷      （６）つきみ野２丁目    （１０）さつき・コトーつきみ野 

（３）公所南    （７）つきみ野３丁目    （１１）ドラゴンマンション中林２ 

（４）公所北    （８）つきみ野４丁目     

     

地区編成に変更が生じた場合は、運営委員会での承認を得る。 

 

    

第３章 地区選出に関する細則 

 

（選出基準） 

第３条 校外生活指導委員は、原則１名が担当する世帯数を１５～３０世帯ほどとして選出する。 

地区に複数名校外生活指導委員が選出された場合は、各地区１名の代表者を置くこととする。 

       

 

第４章 地区懇談会に関する細則 

 

（目的） 

第４条 各地区の連携を目的とし、年１回、地区懇談会を開催する。     

 

（招集） 

第５条 地区懇談会を招集するときは、開催の日時・場所・目的・審議事項を記載した書面を１４日前 

    までに、地区の全世帯に通知する。 

 

（定足数） 

第６条  地区懇談会の定足数は、地区世帯数の三分の一の出席（委任状含む）で成立する。 

 

（議決） 

第７条  議事は出席者の過半数で決定する。 
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第５章  慶弔に関する細則 

 

（慶弔） 

第８条 会員またはその家族に慶弔のあった場合の対応は次のとおりとする。 

（１） 会員死亡の時は、５０００円を贈り弔意を表す。 

（２）  児童、教職員の配偶者死亡の時は、弔意を表す。金額はその都度考慮する。 

子女死亡の時は、５０００円を贈り弔意を表す。 

（３） 転退職の教職員には、謝意を表す。 

（４） その他の場合は、その都度役員会で協議し、運営委員会で報告する。 

 

 

第６章 交通費に関する細則 

 

（交通費） 

第９条  この会の目的達成のための会合などへ運営委員会の承認を受けて出張した場合、交通費等を支給 

する。 

 

 

第７章 事務局に関する細則 

 

（事務職） 

第１０条  事務局には、事務職をおくことができる。 

 

（任務） 

第１１条  事務職の任務は次のとおりとする。 

（１） 会計を補佐し、会務を処理する。 

（２） 書記を補佐し、各会合の通知、発送等の会務を処理する。 

 

 

第８章 会計に関する細則 

 

（会計の原則） 

第１２条 この会の会計は次に掲げる原則に従って行うものとする。 

（１） 会費は年間２７００円（月額２２５円×１２ヶ月）を年度毎に徴収する。転入、転出の

場合は、この限りではない。 

    （２） 収入および支出は、予算に基づいて行う。 

    （３） 会計簿は、正規の簿記の原則に従って正しく記帳する。 

    （４） 収支計算書は会計簿に基づいて活動に係る事業の実績および財産状態に関する真実な 

内容を明瞭に表示したものとする。 

（５） 採用する会計処理の基準および手続きについては、毎事業年度継続して適用し、みだ 

    りにこれを変更しない。 

 

（勘定科目） 

第１３条 会計処理に必要な勘定科目は、事業計画に基づき決定する。 
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（会計帳簿) 

第１４条 この会に次の各号に掲げる会計帳簿を備える。 

（１） 総勘定元帳（各科目ごとに記帳した帳簿） 

（２） 現金出納帳および預貯金出納帳（現金および預貯金の出納を記帳した帳簿） 

（３） 会費出納帳 

（４） その他必要な帳簿類 

 

（会計伝票） 

第１５条 この会の会計処理に使用する会計伝票は、次に掲げるものとする。 

（１） 入金伝票 

（２） 出金伝票 

（３） 振替伝票 

 

（会計伝票の作成) 

第１６条 会計伝票は、原則として取引毎の証憑書類に基づいて起票し、起票者の印を押さなければなら 

ない。 

 

    （出納） 

第１７条 金銭の収納は、会計が検印した会計伝票および証憑書類に基づいて行うものとし、会計担当お 

よび会長の承認を受けなければならない。 

 

（会計帳簿等の保存および整理） 

第１８条 会計帳簿および会計伝票等の保存期間は、次のとおりとする。 

（１） 収支予算書および収支計算書  ７年  

（２） 総勘定元帳          ７年 

（３） 現金出納帳および預貯金出納帳 ７年 

（４） 会計伝票           ７年 

（５） 第１号から４号の証憑書類   ７年 

 

（処分） 

第１９条 前条の保存期間は、当該帳簿等に係る決算日の翌日からこれを起算し、保存期間経過後は会長 

の承認を得て、これを処分する。 

 

（会計書類の閲覧） 

第２０条 会員は役員に申し出た上で、第17条の文書を閲覧できる。 

 

 

第９章 個人情報取り扱いに関する細則 

 

（目的） 

第２１条 ＰＴＡが取得・保有する個人情報の適正な取扱いを決め、ＰＴＡの円滑な運営を図り、個人の

権利・利益を保護することを目的とする。 
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（１） 責務 

この会は、個人情報の保護の重要性を認識し、ＰＴＡ活動において個人情報の保護に努

めるものとする。 

（２） 共同利用 

この会は、大和市北大和小学校と利用目的の範囲内で取得した個人情報を共同利用する

ことがある。 

（３） 取得 

個人情報を取得するときは、あらかじめその個人情報の利用目的を明示し取得する。 

（４） 利用 

取得した個人情報は次の目的に沿った利用を行うものとする。 

・ＰＴＡ活動に必要な役員・委員会名簿の作成および運用 

・ＰＴＡ会員からの集金・管理業務およびこの会が加入する保険手続きに関する事項 

・ＰＴＡ活動における文書の送付 

・役員ならびに委員選出等の推薦活動 

・運営だより、広報誌、ＰＴＡホームページへの写真等の掲載 

（５） 管理 

個人情報の管理者また取扱者は、次にあげる事項について適切に対応し、管理する。 

また、職務を退いた後も同様とする。 

・紛失、改ざん、漏えいの防止 

・不要となった個人情報のすみやかな破棄または消去 

・目的外の利用の禁止 

 

（改正） 

第２２条 個人情報取扱い規則は、この規約に反しない限りにおいて運営委員会の三分の二以上の議決を

経て改正することができる。また改廃した場合は、その結果と施行日を全会員に通知する。 

 

 

第１０章 文書の保存に関する細則 

 

（保存期間） 

第２３条 次の文書の保存期間は次のとおりとし、保存期間を明記する。 

（１） 規約および細則原本                  永久保存 

（２） 総会・常任委員会・各委員会の議事録          ７年 

（３） 常任委員会および各委員会において作成・収集した資料  ７年 

（４） 会計に関わる、細則第１７条に定めた資料        ７年 

    （５） 周年事業における資料                 永久保存 

     

第  

付則  制定 昭和２４年 １月 ９日 

改定 昭和４２年 ４月 １日 ・ 昭和５２年 ４月 １日 ・ 平成１０年 ５月１６日 

 平成１２年 ７月 ３日 ・ 平成１４年 ７月 ９日 ・ 平成１５年 １月１４日 

 平成１５年 ２月 ４日 ・  平成１６年 ３月 ６日 ・  平成１７年 ５月１１日 

 平成１８年１２月 ７日  ・ 平成２０年 ５月１６日  ・ 平成２２年 ６月 ８日 
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 平成２４年 ５月 ７日 ・ 平成２５年 ２月 ４日 ・  平成２８年 ３月 ３日 

 平成３０年 ３月 １日 ・ 平成３０年１２月 ６日 ・ 令和 元年１１月 ５日 

令和 ２年 ２月２５日 ・ 令和 ４年 ３月１５日 ・ 令和 ４年 ６月１３日 

令和 ５年 ６月 ９日 ・ 令和 ５年１２月 ４日 
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＜特別委員会要項＞ 

 

 

第1章 バレーボール実行委員会に関する要項 

 

（目的） 

本会は、学年を超えた会員の親睦を目的とし、バレーボールを通じて交流を深めるものとする。 

 

（構成と役割） 

本会の委員は、参加会員の中から、各学年１名（上限２名）を選出し、会の運営に努める。 

 

（委員会の継続と委員選出） 

本会の活動は単年度とし、継続については、毎年１月の運営委員会で審議・決定する。 

 継続する場合は、２月の各委員会選出時までに次年度の委員を決定する。 

 

 

第2章 カルチャークラブ委員会に関する要項 

 

（目的） 

会員・地域の方の協力のもと、児童が興味関心の幅を広げること、また、そのきっかけをつくることを 

目的とした体験学習事業「カルチャークラブ」を実施する。 

 

（構成と役割） 

本会の委員は、各学年から上限１０名を選出し、カルチャークラブの運営に努める。 

 

（委員会の継続と委員選出） 

本会の活動は単年度とし、継続については、毎年１月の運営委員会で審議・決定する。 

 継続する場合は、２月の各委員会選出時に次年度の委員を選出する。 
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